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市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事（一部債務）
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数量計算書



工事区分（1） 工　種(2）種　別（3）細　別（4） 規　格　（5） 単位
実 施
数 量

計 上
数 量

変 更
数 量

計 上
数 量

摘　　要

橋梁下部

RC橋脚工 P1

橋脚躯体工

コンクリート 24N/mm2 m3 209.1 209

鉄筋 SD345,D16 t 1.597 1.60

鉄筋 SD345,D22 t 0.164 0.16

鉄筋 SD345,D25 t 9.157 9.16

(内訳）

鉄筋 D25,SD345 t 9.157

フレア溶接 D25 箇所 204.0

鉄筋 SD345,D32 t 0.950 0.95

(内訳）

鉄筋 D32,SD345 t 0.950

鉄筋 SD345,D51 t 27.688 27.69

(内訳）

鉄筋 D51,SD345 t 27.688

機械式継手 D51 箇所 264.0

鉄筋 SD345,D13 t 0.099 0.10 組立アンカー筋

(内訳）

鉄筋 D13,SD345 t 0.099

コンクリート削孔 電動ハンマドリル 箇所 476.0

あと施工アンカー 本 476.0

型枠 式 1.0 1

(1式当り）

型枠 一般型枠 m2 287.1 290

型枠 一般型枠（合板円形型枠） m2 131.9 130

型枠（箱抜き） D150 m 5.9 6 支承部

  　　　　　　　 数 量 総 括 表

工 事 名 市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事（一部債務）
事 業 区 分

工 事 区 分



工事区分（1） 工　種(2）種　別（3）細　別（4） 規　格　（5） 単位
実 施
数 量

計 上
数 量

変 更
数 量

計 上
数 量

摘　　要

  　　　　　　　 数 量 総 括 表

工 事 名 市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事（一部債務）
事 業 区 分

工 事 区 分

防水処理工 シール材,エポキシ樹脂系 m 29.8 30

シール材 kg/m 1.5 0.03*0.03*1700

支保 式 1.0 1

(1式当り）

支保工 くさび結合支保 空m3 149.3 150

足場 式 1.0 1

(1式当り）

足場工 手摺先行型枠組み足場 掛m2 1878.4 1,880

コンクリート削孔 φ32*510 箇所 54.0 54

コンクリート削孔 φ32*510 孔/箇所 1.0

アンカー D22 本/箇所 1.0

注入材 エポキシ樹脂 本/箇所 1.0 0.283kg/本

下地処理工 m2 299.7 300

コンクリートはつり 鉄筋Co,機械 m3 0.4 1

構造物取壊し 鉄筋Co,機械 m3/m3 1.0

構造物撤去工

運搬処理工

殻運搬・処分 無筋Co殻 m3 0.4 1

仮設工

土留・仮締切工

切梁・腹起し 式 1.0 1

(1式当り）

切梁・腹起し設置 t 28.99 29.0 23.01+(23.01*0.22)+(23.01*0.04)

切梁・腹起し撤去 t 28.99 29.0

山留材賃料 t 23.01 23.0



工事区分（1） 工　種(2）種　別（3）細　別（4） 規　格　（5） 単位
実 施
数 量

計 上
数 量

変 更
数 量

計 上
数 量

摘　　要

  　　　　　　　 数 量 総 括 表

工 事 名 市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事（一部債務）
事 業 区 分

工 事 区 分

ライナープレート工 式 1.0 1

(1式当り）

ライナープレート運搬 t 42.9 42.9 仮置き場から

ライナープレート設置工 矩形 m 5.5 5.5

ライナープレート撤去工 矩形 m 5.5 5.5

足場工 キャットウォーク足場 m 166.1 166

構造物取壊し 鉄筋Co,機械 m3 54.3 54 34.1+20.2

ライナープレート運搬 t 42.9 42.9 処分先まで

ライナープレート処分費 t 42.9 42.9

殻運搬・殻処分 鉄筋Co殻 m3 54.3 54

土のう工 大型土のう 式 1.0 1

(1式当り）

中詰め材 土砂（1t土のう） m3 200.0 200 250/1.25

大型土のう製作 1t土のう 袋 250.0 250 現場外で製作

土砂等運搬 土砂（1t土のう） m3 200.0 200 250/1.25  大型土のう運搬　～現場

大型土のう設置 1t土のう 袋 250.0 250

大型土のう撤去 1t土のう 袋 250.0 250

土砂等運搬 土砂（1t土のう） m3 200.0 200 238/1.25　 大型土のう運搬　現場～

現場発生品運搬 廃プラ 回 1.0 1

残土処分費 m3 200.0 200

廃材処分 廃プラ t 0.47 0.5

水替工

水替工 式 1.0 1

(1式当り）

ポンプ設置・撤去 箇所 1.0 1

ポンプ運転 式 1.0 1

工事用道路整備工

掘削(ルーズ) 積込(ルーズ) m3 3994 3,990

場内土砂運搬 土砂 m3 3170 3,170



工事区分（1） 工　種(2）種　別（3）細　別（4） 規　格　（5） 単位
実 施
数 量

計 上
数 量

変 更
数 量

計 上
数 量

摘　　要

  　　　　　　　 数 量 総 括 表

工 事 名 市道殿上下和田線（宮下橋）耐震補強工事（一部債務）
事 業 区 分

工 事 区 分

共通仮設費

運搬費

運搬費

仮設材運搬費 式 1.0 1

(1式当り）

仮設材等運搬 H-300,山留材（往復） t 28.07 28.1 P1:23.01+(23.01*0.22)

仮設材等の積込み，取卸し （往復） t 28.07 28.1 P1:23.01+(23.01*0.22)

技術管理費

技術管理費

施工調査費 式 1.0 1 1.0 1

(1式当り）

鉄筋探査工 下向き m2 107.9 108 P1（底版）

鉄筋探査工 横向き m2 175.9 176 P1:357.6（柱）＋24.3（梁部）



§1.数量総括表

仕様 単位 P1 備考
σck=24N/mm2 m3 209.1

一般部 m2 287.2
円型 (r=2740、2760） m2 131.9
計 m2 419.1

円筒型枠 φ150 m 5.9
均しコンクリ－ト σck=18N/mm2　ｔ＝0.1ｍ m3 4.9

均しコンクリ－ト型枠 m2 4.9
埋戻しコンクリ－ト σck=18N/mm2 m3 38.7
後打ちコンクリ－ト σck=24N/mm2 m3 -

後打ちコンクリ－ト型枠 一般部 m2 -
底版部 (天端部及び側面部) m2 141.7
柱部 m2 275.4
梁部 24.3
計 m2 299.7

区分 - C
設置高 m 15.3

枠組足場 掛m2 1878.4
キャットウォーク足場 m 166.1

空m3 149.3
φ48(D38)  ℓ=770 本 -
φ61(D51)  ℓ=1030 本 114

注入材 エポキシ系樹脂(100本当たり） kg 118.51
D13 SD345 kg -

D16-D25 SD345 kg 12,234
D29-D32 SD345 kg 950

D38 SD345 kg -
D51 SD345 kg 27,688
計 SD345 kg 40,872

D51+D51 ヶ所 264
D38+D38 ヶ所 -
D32+D32 ヶ所 4
D29+D29 ヶ所 40

D16 L=200 本 -
D25 L=290 本 204

ヶ所 476
kg 99

箇所 54 既設接合部
注入材 （エポキシ樹脂100本あたり） kg 28.3

防水処理工 シ－リング エポキシ樹脂系30×30 m 29.8

仕様 単位 P1 備考
箇所 18 PC鋼棒削孔
箇所 98
箇所 -
箇所 54
箇所 78
箇所 14
箇所 108
箇所 168

鋼棒φ32　ℓ＝2614 ｔ 0.312
注入材 ｍ3 0.044

みぞ形鋼 kg 1286
コンクリ－トハツリ m3 0.4

m3 0.32
削孔 削孔径60以上100以下

（範囲A)岩 m3 38.7
（範囲A)土砂 m3 -

合計 m3 38.7
m3 -

m3 38.7

m2 48.9

敷き均し及び残土

支柱区分

下地
処理

土工

基面整正（均しと同じ）

鉄筋コンクリ－ト
無収縮モルタル

削孔径30以上60以下φ39 ℓ＝590

鉄筋メネジコンクリ－トアンカ－    （Ｄ
13×210）

削孔径30以上60以下φ32 ℓ＝500既設接合アンカ－筋　　（D22
L＝1.000）

鉄筋 機械継手

組立用アン
カ－筋

項目

支承部

削孔径30以上60以下φ35ℓ＝510

削孔径30以上50以下φ50ℓ＝2100

コンクリ－ト削孔工

削孔径10以上30未満φ26ℓ＝330

削孔径30以上60以下φ32 ℓ＝510
削孔径30以上60以下φ32 ℓ＝450

項目

フレア－
溶接

コンクリ－ト

アンカー部(柱部補強筋の定
着）

アンカ-筋
及び削孔

支保工

型枠

ガス圧接

足場工　

埋戻（種別C)

掘削

無収縮モルタル
　【　250*90*9*13】

削孔径30以上60以下φ35ℓ＝260

丸棒Ｂ種1号　SBPR930/1080
削孔径30以上60以下φ42 ℓ＝650



§3.P１橋脚数量計算
1)形状図

1850



2)数量計算

主要数量総括

・コンクリ－ト体積

V = + + = m
3

・型枠
一般部
A = + + = m

2

円形部（半径3.0ｍ以下は合板形円形型枠）
A = = m

2

・鉄筋（SD345）
D16-D25 図面から = kg
D29-D32 図面から = kg
D51 図面から = kg

計 = kg

97.5 211.5

137.6 169.311 39.8 209.1

131.9

（柱部）（底版部） （梁部）

75.7 287.2

131.9

12,234
950

27,688

40,872



2-1)底版部
(1)コンクリ－ト体積 （σck=24N/mm

2
）

既設底版幅
A0 = = m

2

A0’ = = m
2

= m
2

補強底版幅
A0 = = m

2

A0’ = = m
2

= m
2

補強コンクリート体積

V = - - = m
3

（2)型枠 ｍ2
A = + ×2 = m

2

（3)鉄筋 （耐震補強鉄筋総括）

D16-D25 図面から = kg
D29-D32 図面から = kg
D51 図面から = kg

計 = kg

Ｄ51 + + = 個所

Ｄ32 = 個所
Ｄ29 = 個所

フレア-溶接 Ｄ25 L=290 = ヶ所

組立用アンカ－筋（鉄筋付メネジコンクリ－トアンカ－：D13×210）
ヶ所 = 本

40

204

476

40 92 132

476n=

(10.500 +14.000) ×2 ×1.800

機械継手（SA級）

97.5

12,234

4.64

27,688

×1.800 18.9

A2 23.5

13.754 ×0.4×11.000 137.6

×0.700 4.64

3.39

16.9

9.000 ×1.500 13.5

1/2 ×(2.300 +9.000) ×0.600

23.5 ×14.000 16.9

10.500

1/2 ×(2.760 +10.500)

950

A1

4ガス圧接

264

40,872



（4-1)均しコンクリ－ト

A = - = m
2

V = = m
3

（4-2)均しコンクリ－ト型枠

A1 = + = m
2

A2 = + = m
2

= m
2

（5)コンクリ－トハツリ工
既設底版幅（補強部ｔ＝0.4ｍ）

L = + + = m
（斜長）

V =
- = m

3

（既設柱部控除）

（6)下地処理

A1 = + = m
2

A2 = = m
2

既設側面積

= m
2

2.100

10.700

16.9

11.0003.403

×2

3.403 2.300 3.403 9.106

48.914.200

×1.500 ×2

33.8

A 141.7

×11.000 ×2

4.9

×0.100 14.200 ×0.100

√（3.350＾+0.600＾）＝3.502

9.106

4.9

×11.000
34.186

×0.400
×7.000

11.200 ×9.200

×0.400

×10.700

×0.100

14.200

107.9

A

48.900

×0.100

2.8

10.700 ×0.100 2.1



（7)アンカー材
既設接合筋アンカ－

・コンクリ－ト削孔工(さく岩機）
削孔径 30以上60ｍｍ未満 削孔深 100以上1100ｍｍ以下

φ32 ℓ = = 本

・注入材 （エポキシ系樹脂）
kN/m

3

注入量(kg/100本） = [( D
2 - d

2 )× π × L ×100本]
（割増係数）

V = [( 2
-

2 )× π ×

= kg

底版定着筋削工部

・コンクリ－ト削孔工(さく岩機）
削孔径 30以上60ｍｍ未満 削孔深 100以上1100ｍｍ以下

φ42 ℓ = = 本

・注入材 （エポキシ系樹脂）
kN/m

3

注入量(kg/100本） = [( D
2 - d

2 )× π × L ×100本]
（割増係数）

V = [( 2
-

2 )× π ×

= kg

・コンクリ－ト削孔工(さく岩機）
削孔径 30以上60ｍｍ未満 削孔深 100以上1100ｍｍ以下

φ39 ℓ = = 本

・注入材 （エポキシ系樹脂）
kN/m

3

注入量(kg/100本） = [( D
2 - d

2 )× π × L ×100本]
（割増係数）

V = [( 2
-

2 )× π ×

= kg

・コンクリ－ト削孔工(さく岩機）
削孔径 30以上60ｍｍ未満 削孔深 100以上1100ｍｍ以下

φ35 ℓ = = 本

・注入材 （エポキシ系樹脂）
kN/m

3

注入量(kg/100本） = [( D
2 - d

2 )× π × L ×100本]
（割増係数）

V = [( 2
-

2 )× π ×

= kg

0.650

× 1/4

168

0.590

0.510 ×1.09

590

41.22

× 1/4

×1.09

108

0.042

650

28.29

]×1200×100

×1200 ×1.09

×1.09

49.41

]×12000.029

×100 ]×1200

× 1/4 ×1200

78

0.260

×100

260

0.035 0.025

0.039

× 1/40.0220.032

0.032 × 1/4

× 1/4

×1.09×1200

510

16.03

×100× 1/4

× 1/4

×1.09

×1200 ×1.09

37

]×1200 ×1.09



2-2)柱部
(1)コンクリ－ト体積
断面積（補強部）

A0 = 2 = m
2

A1 = 2 = m
2

（既設部）
A0 = 2 = m

2

補強コンクリート体積
A0 = = m

2

A1 = = m
2

V = + = m
3

（2)型枠

一般部
A = + = m

2

円形部（半径3.0ｍ以下は合板形円形型枠）
A = π + π = m

2

（3)下地処理
柱部（断面積の項から）

A1 = = m
2

A2 = π = m
2

既設柱形状

下地処理工 = m
2

(4)支柱区分　3章　道路維持修繕工（3.2.2（1）橋梁補強工（コンクリ－ト巻立）（合理化）

既設柱形状

R = , 支柱奥行 L =

C ( 以上、 未満と、 以上、 以下）

h = = m

×15.325

(π/4

×3.000

×2.100

×2.740

+6.900 ×2.740)

×16.800

24.802

-13.754)

×2.740

(24.802

(π/4

110.8

11.048

164.6

+6.900

7.5

×2.760)×2.760

×2×3.000

(π/4

13.754

169.311

15.3

11.048

ΣA

4.900

2.0

×2

7.000

2.5

×16.800

6.900

-13.754)

11.273

支柱幅

×2.760

15.325

2.100

7.0

25.027

×2.100)

275.4

131.9

211.5

+4.900

×15.325×3.000

×2.100

(25.027 11.273

6.900 ×15.325 ×2



（5)アンカー材
フ－チング定着用アンカ－取付

・ コンクリ－ト削孔工(コンクリ－ト窄孔機）
　 削孔径 60以上100ｍｍ未満 削孔深 50以上1100ｍｍ以下

φ61 ℓ = = 本

・注入材 （エポキシ系樹脂）
kN/m

3

注入量(kg/100本） = [( D
2 - d

2 )× π × L ×100本]
（割増係数）

V = [( 2
-

2 )× π ×
= kg

既設接合筋アンカ－

・ コンクリ－ト削孔工(さく岩機）
削孔径 30以上60ｍｍ未満 削孔深 100以上1100ｍｍ以下

φ32 ℓ = = 本

・注入材 （エポキシ系樹脂）
kN/m

3

注入量(kg/100本） = [( D
2 - d

2 )× π × L ×100本]
（割増係数）

V = [( 2
-

2 )× π ×
= kg

（6）鉄筋 （図面から）  

（7) コンクリ－ト削孔工及びＰＣ鋼棒
削孔径 30以上50以下 削孔深 300以上
ｎ = φ50 ℓ =

ｎ = 3 + 2 + 3 + 2 + 3 + 2 + 3 ＝ 個所

 ＰＣ鋼棒　鋼材重量
φ32 ℓ = W = ｋｇ/m
W = ｋｇ/m ＝ kg

注入材 （無収縮モルタル）
V1 =  ( 2 -

2 )× π  ＝ m
3

みぞ形鋼　鋼材重量 　【　250*90*9*13】
ℓ = ℓ = W = ｋｇ/m

W = ｋｇ/m + ｋｇ/m
＝ kg

312.0

×100

1030

0.044

×1.09

×1.600

54

× 1/4 ×1200

40.2

0.022 × 1/4

40.2

× 1/4

2100

× 1/4

40.2

×18

18

118.51

×1200 ×1.09

114

×1.09

×2.100

1286.4

×18

0.032

6.63

0.032

鉄筋重量は　底版の項で計上

2614

0.510

510

1.600

×8

0.051

×2.614

×6×2.800
2.800

6.63

1.030

0.050

]×1200

× 1/4 ×1.09×100 ]×1200

28.29

0.061



2-3)梁部
（1)コンクリ－ト体積

既設梁部
A0 = = m

2

A0’ = = m
2

= m
2

補強梁部
A0 = = m

2

A0’ = = m
2

= m
2

補強コンクリート体積 （既設柱断面積ｍ2）

V = - -
+ = m

3

（2)型枠
A1 = = m

2

A2 = = m
2

√（0.800＾+0.750＾）＝1.242

= m
2

（3)鉄筋 （図面から）

（4)ハツリ工 （NG2支承部；2鉄筋コンクリ－ト）
V = = m

3

（5)下地処理
梁部（既設断面積の項から）

A1 = = m
2

A2 = + = m
2

下地処理工 = m
2

（6) コンクリ－ト削孔工

・コンクリ－ト削孔工(さく岩機）
削孔径 30以上60ｍｍ未満 削孔深 100以上1100ｍｍ以下

φ35 ℓ = = 本

・注入材 （エポキシ系樹脂）
kN/m

3

注入量(kg/100本） = [( D
2 - d

2 )× π × L ×100本]
（割増係数）

V = [( 2
-

2 )× π ×

= kg

 コンクリ－ト削孔工(電動ハンマドリル）
削孔径 10以上30ｍｍ未満 削孔深 300以上400ｍｍ以下

φ26 ℓ = = 本

・注入材 （エポキシ系樹脂）
kN/m

3

注入量(kg/100本） = [( D
2 - d

2 )× π × L ×100本]
（割増係数）

V = [( 2
-

2 )× π ×

= kg

×1.09

×100

14

×(0.770

×1.475

×2.100

13.754
1/2 ×(0.770 ×2.100

×2

×2.740

×1.09

× 1/4 0.330 ×1000.016

×1200

17.7

18.5
√（0.800＾+1.950＾）＝2.108

0.035 0.025 × 1/4 0.510

+11.900)

28.6

39.8

8.360

8.9 ×2.100

A2

×0.770

+0.874) ×0.260

×1.70011.900

+1.700)

28.6

8.500

+2.108 +1.242

+0.874) ×0.2601/2

(1.700

×2

510

330

×2

×0.800×(9.000

A

鉄筋重量は　底版の項で計上

1/2

×2.100

× 1/4

1/2

0.770

24.3

]×1200

0.026

28.6

2.325

×2.740

75.7

A1

20.230

8.9

6.545

]×1200

57.2

31.44

×1.09

×1.09

6.6

0.4

98

×1200

ΣA

14.24

8.9

×0.300×(7.000

× 1/4

+8.500)

×2.100 ×20.808



3)土工

掘削底面幅

奥行き L = ＝

幅 B = ＝

既設底版幅
A0 = = m

2

A0’ = = m
2

= m
2

補強底版幅
A0 = = m

2

A0’ = = m
2

= m
2

(1)掘削    岩
（範囲Ａ；勾配0.3）

V1 = = m
3

 
V2 = = m

3

（躯体控除）

= m
338.7

×1.500

×(15.000

-49.5

×(11.50

+10.500)1/2

×2)+0.500

+9.000)

×2)(14.000

×(2.760 ×0.700

(10.500

×0.600 3.33

13.5

A1 16.8

23.5

18.9

4.64

88.2

A2

10.500

9.000

9.000 ×0.500

+11.800)

×11.000

15.000

×1.800

×0.500

11.500

1/4

×(2.100

+0.500

1/2

V

+15.300)



(2)埋戻し（洗堀対策としてコンクリ－ト埋戻し）

V = = m
3

(3)残土 掘削土砂と残土は埋戻しコンクリ－トとしてあるので同じ

V1 = = m
3

(4)基面整正

A = - = m
2

4)足場工

A = (2 =
(柱基部で計上）

38.7

995.9 掛m
2

38.7

48.99.200 ×11.20014.200 ×10.700

38.7

×(11.900 +2.760) +8.8) ×26.125



5)支保工

V1 = = 空m3

V2 = = 空m3

= 空m3

107.60

×2.740

×2.740

V 149.3

1/2 ×(23.894 +24.425) ×0.630 41.70

×(23.758 +24.425) ×1.6301/2



6)支承工

( )

n = 4 本
φ

v1 = x x x 2 =
v2 = 1/4 x x 2 x x 4 x 2 =

v3 = 1/4 x x 2 x x 4 x 2 =
v4 = x x x 2 =

=

・ 円形型枠

L = x x = m

7)防水処理工

シ－リング材（エポキシ樹脂系　30×30）
梁天端

L = = m

柱天端
L = × = m

=

π 2.74

ΣL 29.8 m

8.6

(8.500 +2.100) 21.2×2

(6-1) 支承部(新設部）

1,510 910
ﾓﾙﾀﾙ厚の平均値

1
0

4
4

支承毎のﾓﾙﾀﾙ厚(mm) 平均値

8
0
0

支承個数

3
0

22 46
34 2

7
3
6

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ本数

150

無収縮ﾓﾙﾀﾙ ※上部工施工
1.51 0.91 0.07 0.20 m3

3.142 0.15 0.74 0.10 m3

3.142 0.05 0.70 -0.012 m3

1.40 0.80 0.01 0.02 m3

ΣV 0.3 m3

箱抜き径(外径)： φ＝150mm
0.74 4 2 5.9


